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1．はじめに
　早稲田大学では、1882年（明治 15年）東京専門
学校として創立以来、図書室・図書館において多く
の資料を収集し、保存管理・閲覧に供してきました。
資料の蒐集にあたっては、新刊書・古書ともに限ら
れた予算内で選書・購入するとともに、多くの資料
を有徳の諸兄からのご寄贈いただいてまいりました。
　現在も、さまざまな形で図書館に対して資料寄贈
のお申し出をいただいています。
2．寄贈に際してのお願い
　早稲田大学図書館への寄贈に際しては、寄贈者の
方々に以下のような説明とお願いをしています。
（1）資料の保存・管理場所
　資料の保存箇所は、それぞれの形態・内容、及び
現蔵者との事前の交渉により、研究書庫・特別資料
室・雑誌書庫および学内の各図書館・図書室、博物館、
資料室等を含めて適宜対応することとし、利用規程
についてはそれぞれの配架場所の規定に従う。
（2）重複資料の処理
　図書館所蔵資料と重複するもの、受入が不適当と
判断されたものについては、それらの処理について
原則として本学に一任いただくことを前提とする。
そして、これらの処理方針について了解をいただけ
た場合に寄贈を受けている。寄贈の他、学内各箇所
からの移管・返還図書（個人研究費等での購入図書
の返却分）についても同様の処理を行っている。
3．「ふみくら」での紹介
　図書館の刊行物「ふみくら」には、これまで不定
期ですが、図書館に寄贈いただいた資料の一部につ
いて「最近の大口寄贈」（注 *）として概要を紹介し
てきています。（注：大口寄贈とは一回に受贈する冊
数の多い寄贈を総称しているもので、厳密に何冊以
上という基準を持つものではありません。小冊数の
寄贈を継続していただく場合、毎回分を小口寄贈と
して処理させていただいているものもあります。）
　詳細につきましては、以下、図書館 HP掲載の過
去のふみくら記事をご覧ください。
　
　「最近の大口寄贈 2000.4-2000.10」ふみくら No.66(2000.12)
　「最近の大口寄贈 2002.4-2002.12」ふみくら No.71(2003.4) 
　「最近の大口寄贈 2003.2-2005.2」 ふみくら No.72(2005.3) 
　「最近の大口寄贈 2005.4-2007.11」ふみくら No.76(2008.5) 
　「早稲田大学図書館への寄贈図書について」
 ふみくら No.77(2008.12)
　「最近の大口寄贈図書報告 2007.3-2010.8」
 ふみくら No.79(2010.10) 
　「最近の大口寄贈図書報告 2011.1-2013.6」
 ふみくら No.84(2013.10) 
（図書館 TOPページ／図書館・図書室／図書館刊行物／ふみく
ら：早稲田大学図書館報  http://www.wul.waseda.ac.jp/Libraries/
publication.html）
4．受贈の実績
　これまでに寄贈された図書の概要は第 1表のとお
りです。なお、以上のような処理の流れは、印刷さ
れた資料に関したものであり、江戸期以前の古書・
古文書資料や稀覯本等については、この限りではあ
りません。原則として、古書資料は特別資料として
受け入れており、古書や文庫として収蔵した多数の
貴重な資料を頂戴しています。最終的に整理が終了
して受入冊数が決まるまでにかなりの時間を要する
ため、受領した段階では梱包した箱数をもって寄贈
数とさせていただいています。毎回、同サイズの箱
を使用しているので、おおよその目安として、１箱
に和書 40冊、洋書 30冊として概数を算定しています。
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5．寄贈図書の整理
　寄贈の申し出をいただいた資料については、学内
での所蔵状況を確認するほか、状態（破損、汚損、
書き込み）や内容（選書基準から外れるもの、個人
情報が含まれているもの、受入公開に際して著作権
の制約を受けるもの）等を考慮して受入分を選定し
ています。
　まとまった量を寄贈いただいた場合には、資料の
内容に応じて、整理の方針と計画を速やかに立てる
ことが求められますが、その間、箱詰めの状態で一
時的に保管するスペースを確保することになります。
6．有効活用
　しかしながら、年間数万冊に及ぶ寄贈図書の中に
は、既に図書館で所蔵している資料と重複するもの
も多く、そうした図書をすべて受け入れることは、
書庫の狭隘化が深刻な状況のもとでは不可能です。
そのため、こうした重複図書を再利用して、できる
だけ有効活用させることを続けています。
　その一つとして、重複となる資料と受入対象外と
判断した資料を協定校・研究機関・資料館等への寄
贈用のストックとして一定量を蓄積し、問い合わせ
や希望が寄せられた際には寄贈の条件を説明してス
トックをリストで紹介しています。第 2表のように、
これまで中国やアメリカの大学をはじめとする多く
の国々に寄贈を続けています。
7．課題
　ただし、これらの学外への寄贈に際しては、箱単
位での提供と搬送費用の全額負担をお願いしている
ため、残念ながら以前に比べて受贈希望の引き合い
は減少傾向にあります。また、寄贈用ストックの保
管スペースも限られているため、従来どおりに多く
の量を蓄積していくことが困難になってきています。
　一方で、多年にわたる寄贈受入による寄贈資料間
での重複率の上昇や、利用公開のできない資料、収
書基準に沿わない資料の紹介をいただくこともあ
り、寄贈を希望される方々には、収集方針と選書基
準についてのご理解をいただきながら、必要な蔵書
の充実と有効活用の方途を探ることが必要となって
います。
第 1表　受贈実績
第 2表　学外への寄贈実績
